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ドローン利活用に係る取り組みの経緯 １ 

▶ 慶應大学との連携協力協定の締結 

○平成２８年１２月２１日に慶應義塾大学ＳＦＣとドローン利活用にかかる連携協力協
定を締結 
 ※慶應義塾大学がドローン分野で自治体と協定を締結するのは日本初 

 【協定の内容】 
 ・市の地域活性化、地域課題への対応 
 ・地域振興にかかる研究・教育活動、ドローンに係る人材育成 等 

 田村市と慶應義塾大学が密接に連携し、ドローンを利
活用し相互に協力することにより、地域課題に適切に対
応し、活力ある地域の形成と実学の促進を目的とする。 



２  ドローン利活用に係る取り組み 

▶ 県立船引高等学校でのドローン特別講座（人材育成） 

 慶應義塾大学との連携協定に基づき、田村市内の県立船引高等学校の１・２年生
の希望者３１名を対象に、ドローンの可能性、安全性等の知識とドローンの操縦技術
の習得を目的として、平成２８年１２月２１日に開講  

○平成２９年３月までに全６回を実施 
○講座では３テーマに、グループで別れ課題に取り組んだ。 
 

 Ⅰ ドローンを用いた空撮及び映像の編集 
    ※ JAPAN DRONE2017の一部 映像コンテストへ出品 
 Ⅱ ドローンによる地域課題の解決 
          ※ 田村市が抱える地域課題とドローンの応用を企画 
 Ⅲ レーシングドローンの操縦と知識の習得 
    ※ レーシングドローンの操縦技術と機体整備に係る知識等を習得 



３  ドローン利活用に係る取り組み 

▶ 県立船引高等学校でのドローン特別講座 

慶應義塾大学 南特任助教の
講義 

ドローン操縦練習 

Drone Times 掲載記事 

特別講座第１期 最終回 
地域課題解決企画のプレゼン 

特別講座第１期 最終回 
空撮動画の発表 

特別講座第１期 最終回 
自作コースでのデモレース 



４  今後のドローン利活用に係る取り組み 

▶ 県立船引高等学校での第二期ドローン特別講座の開講 

▶ 市内小・中学生へのドローン体験教室 （検討中） 

◆人材の育成 

▶ 市民を対象としたドローン特別講座 （検討中） 

◆地域課題の解決 

▶ 市が抱える地域課題を抽出して、ドローンの持つ潜在的能力を活かした 
 解決策を検討する 

▶ 産・学・官の連携を図り、実証実験等を通じ、各分野での活用を推進する 



田村市☓慶應大学ドローン社会共創コンソーシアム 
＝「田村市ドローン社会共創コンソーシアム」 
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慶應義塾大学側からの提案内容 

慶應義塾大学側からの提案内容 

慶應大学ドローン社
会共創コンソーシア
ム会員 

慶應大学ドローン社
会共創コンソーシア
ム会員 
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ドローンの聖地 グリーンパーク都路 

ドローンの聖地 グリーンパーク都路 
 
 

(1)ドローン活用実証実験 （地域課題解決） (2)ドローン灯まつり （イベント企画） 

(3)ドローン活用セミナー実施（啓蒙・啓発活動） 
(4)ドローンイベント誘致（イベント企画） 

(5) 地産地消エネルギー活用 

意識改革・劇場化 
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福島県田村市✕慶應ドロコン 慶應義塾大学側からの提案内容 ６ 


